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　はじめに

オキイワシ科 Chirocentridaeはニシン目の 1科

であり，オキイワシ Chirocentrus dorab (Forsskål, 

1775) と，Chirocentrus nudus Swainson, 1839 の 2

種を含む（Whitehead, 1985）．オキイワシ科魚類

はニシン目魚類の中でも珍しい魚食性種であり，

著しく伸長する細長い体や，牙状に発達した両顎

歯を有するなど，ニシン目においても，独特の形

態をもち，長らくその系統学的位置づけが不明で

あ っ た が， 近 年，Pristigasteridae［ ヒ ラ Ilisha 

elongata (Anonymous, 1830)などを含む］との類

縁性が指摘されている（Egan et al., 2018）．

オキイワシ科魚類は東南アジアにおいては多

獲され，食用に供されるが（Kimura, 2011, 2013, 

2018; Ishikawa, 2017），日本における記録は少な

く，オキイワシのみが稀に報告されているに過ぎ

ない（青沼・柳下，2013；畑ほか，2018）．

2018年 9月，大隅半島東岸に位置する内之浦

湾において，1個体のオキイワシが採集された．

本標本は本種の鹿児島県における初めての記録と

なるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hata and Motomura (2017)に

したがった．標準体長は体長と表記し，体各部の

計測はノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．

オキイワシの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮

影された内之浦湾産標本（KAUM–I. 123456）の

カラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Chirocentrus dorab (Forsskål, 1775)

オキイワシ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 123456, 体長 289.4 mm，全長

345.0 mm，鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾（31° 

17′31″N, 131°04′49″E），水深 35 m，2018年 9月下

旬，定置網，津代裕介．

記載　背鰭軟条数 18；臀鰭軟条数 35；胸鰭軟

条数 10；腹鰭軟条数 7；第 1鰓弓鰓耙数 3 + 13 = 

16；第 2鰓弓鰓耙数 0 + 3 = 3；第 3・第 4鰓弓上

には鰓耙はない．体各部の体長に対する割合（%）：

頭長 16.3；最大体高（腹鰭後方における体高）

15.6；胸鰭前長 17.7；腹鰭前長 47.9；背鰭前長

69.7；臀鰭前長 68.0；背鰭基底長 9.0；臀鰭基底

長 22.9；尾柄長 11.0；尾柄高 7.3；胸鰭基底上端

から背鰭起部までの距離 54.9；腹鰭起部から背鰭

起部までの距離 27.3；臀鰭起部から背鰭起部まで

の距離 14.9；胸鰭基底上端から腹鰭起部までの距

離 30.8；腹鰭起部から臀鰭起部までの距離 20.7；

胸鰭長 12.6；腹鰭長 2.5；眼隔域幅 2.9；上顎長 8.1；

下顎長 9.0；眼の中央部における体高 9.5．

体は前後方向に長い帯状を呈し，著しく側扁
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する．体背縁は吻端から極めて緩やかに上昇し，

眼の後方でわずかに凹み，そこからふたたび胸鰭

後端直上付近にかけて極めて緩やかに上昇する．

そこから背鰭起部にかけての体背縁は直線状を呈

し，体軸とほぼ平行となり，そこから尾鰭基底上

端にかけては極めて緩やかに下降する．体腹縁は

下顎先端から胸鰭後端直下付近にかけて緩やかな

弧を描きながら下降し，そこから臀鰭起部にかけ

ては直線状を呈し，体軸とほぼ平行となり，その

後尾鰭基底下端にかけて緩やかに上昇する．体高

は胸鰭後端よりもわずかに後方で最大となる．胸

鰭基底上端は鰓蓋後端よりもわずかに後方に位置

し，吻端よりも遙かに下方に位置する．胸鰭後端

は尖り，腹鰭起部には達しない．胸鰭上縁，下縁，

および後縁はいずれも直線状．腹鰭起部は体の中

央よりもわずかに前方に位置する．腹鰭は小さく，

たたんだ後端は肛門に達しない．臀鰭起部は背鰭

起部よりも前方に，臀鰭基底後端は背鰭基底後端

よりもはるかに後方にそれぞれ位置する．背鰭起

部は臀鰭第 6軟条起部直上，背鰭基底後端は臀鰭

第 18軟条起部直上にそれぞれ位置する．尾鰭は

二叉型で深く湾入し，上下両葉の後端は尖る．眼

と瞳孔は正円形に近い形状をする．眼は厚い脂瞼

に被われる．眼隔域は前部の中央に前後方向に長

い隆起線がある．鼻孔は 2対で互いに近接し，眼

の前方に位置する．前鼻孔は正円形，後鼻孔は背

腹方向に長い裂孔状をそれぞれ呈する．上顎後端

は瞳孔前縁直下を越えるが，前鰓蓋骨前縁にはわ

ずかに達しない．下顎先端は上顎先端よりも前方

に突出する．両顎には 1列に鋭い円錐歯が並び，

前上顎骨前部には前方を向いた鋭い 1対の牙状歯

があり，左側の牙状歯の左側に近接してやや小さ

い牙状歯が 1本ある．前鰓蓋骨と鰓蓋の後縁はい

ずれも滑らか．体側鱗は小さく，剥がれやすいも

のとみられ，記載標本のものはほぼ全て脱落して

いた．背鰭前方鱗被鱗域の先端は前鰓蓋骨後縁直

上に達しない．頭部は一切無鱗．胸鰭と腹鰭は前

後方向に長い腋鱗をそなえる．各鰭は尾鰭の基底

部の一部が被鱗するのを除いて，ほぼ全て無鱗．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は一様に黒色を

呈し，体側上部は青みがかった銀白色．頭部背面

はわずかに緑色がかる．体側中央から体腹面にか

けては一様に銀白色．頭部側面は一様に銀白色を

呈し，眼の周囲には黒色色素胞が密に分布するが，

眼の後方には三角形の銀白色域がある．頭部の黒

色色素胞の分布域の下端は胸鰭基底上端よりも下

方に達しない．上顎下縁は黒色に縁取られる．鰓

蓋上方から背鰭前方にかけての体背面の正中線上

に黒色線がある．体背面から体側上部にかけての

体側鱗は後縁が黒色に縁取られる．胸鰭は明瞭に

黒色を呈する上縁を除いて一様に白色半透明を呈

し，胸鰭後部には黒色色素胞が散在する．腹鰭と

臀鰭は一様に白色半透明．背鰭は乳白色を呈し，

前部上縁は黒色．尾鰭は銀白色を呈し，外縁は黒

色に縁取られる．

分布　アフリカ東岸から日本およびトンガに

かけてのインド・西太平洋に分布する（Whitehead, 

1985; Kimura, 2011, 2013, 2018； 青 沼・ 柳 下，

2013; Ishikawa, 2017）．日本国内においては北海

道余市町，寿都町，若狭湾，山口県萩市沖，長崎

県，東京湾，和歌山県，高知県，宮崎県串間市，

鹿児島県内之浦湾，および沖縄島中城湾から記録

されている（青沼・柳下，2013；畑ほか，2018；

本研究）．

備考　内之浦湾産の標本は，体腹縁稜鱗を欠

くこと，背鰭が体の中央よりも遙かに後方に位置

Fig. 1. Fresh specimen of Chirocentrus dorab, Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 123456, 289.4 mm standard length).
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し，背鰭前長の体長に占める割合が 69.7%であ

ること，前上顎骨に前向きの大きい牙状歯を 1対

有することなどから，Whitehead (1985)とMunroe 

et al. (1999)によって定義されたオキイワシ科

Chirocentridaeに同定された．オキイワシ科はオ

キイワシ属 Chirocentrusのみが含まれる（White-

head. 1985）．オキイワシ属にはオキイワシとイン

ド・西太平洋に広く分布する Chirocentrus nudus 

Swainson, 1839の 2種からなり，前者は後者とは

背鰭上部が黒色を呈すること（C. nudusでは背鰭

は一様に白色），胸鰭が短く，体長の 11–13%

（13–18%）であること，眼の中央部における体高

が低く，体長の 8.4–10.8%（10.3–12.3%）である

こと，および上顎の後端が前鰓蓋骨前縁に達しな

い（体長 210 mmよりも大型の個体では上顎後端

が前鰓蓋骨前縁に達するまたは越える）ことに

よって識別される（Luther, 1966; Whitehead 1972, 

1985; Munroe et al., 1999）．本研究において記載を

おこなった内之浦湾産標本は上顎後端がわずかに

前鰓蓋骨前縁に達しないこと，背鰭の上部が黒色

を呈すること，胸鰭長が体長の 12.6%であること，

および眼の中央部における体高が体長の 9.5%で

あることなどから，オキイワシ C. dorabである

と同定された．

オキイワシの日本国内における分布は畑ほか

（2018）に詳述されており，本研究の「分布」の

項目に述べたとおりである．それ以降，オキイワ

シの日本国内における分布記録はない．オキイワ

シは鹿児島県内の記録は島嶼域を含めて一切確認

されておらず，本報告が本種の鹿児島県における

初めての分布記録となる．オキイワシは著者らに

よる 5年以上にわたる内之浦湾の魚類相調査にお

いても確認されておらず，内之浦湾における本種

の出現は極めて稀なものであると思われる．
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